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第 5 章では，結論として各章で述べた内容をまとめ，本研究について要約し，展望を述べている． 
以上要するに，本研究は酸素修飾グラフェンナノリボンの電子状態や電子輸送特性におけるエッ
ジ欠陥効果を理論的に調査したものであり，各エッジ形状の O-GNR がそれぞれ，ナノデバイス配
線やスピントロニクス向け電子材料として有望であることを示しており，ナノ材料工学や電子工学
分野において工学上，工業上寄与するところが少なくない．  
よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第２（電気電子工学専修）科目担当者で試問を行い，当該学術
に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
